
里山シンポジウム実行委員会議事録 (臨時：全体会打ち合わせ) 

開催日：2006 年 5 月 13 日（土）18:00～ 
場所：千葉市中央コミュニティー52 講習室 

参加者：藤原、井村、荒尾、金親、田中、栗原、相馬、橋本、高橋、鈴木、小西 
 
議題１：パネルディスカッションの進行について 

藤原さんを中心に、どのような視点で展開するかについて話しあった。 
藤原さん・井村さんにより里山のゴミの現状を紹介した後、古敷屋の林さんより不法投棄された

産廃の撤去で立ち上がった地元の方の取り組み、自然や土地に対する想いや関わりについてのお話

しをうかがう。星場（上勝町）さんからは基調講演の補足、大槻さんには県の里山保全の現状と今

必要とされる政策についてお話しいただく。 
また、藤原さんからは、以前おこなった産廃のシンポジウムで提案した、「ちばモデルプラン」

の少し詳しくしたものを再度提案する。 
 
☆タイムテーブル（15:30～16:45 までの 75 分間）（一応の案、変更の可能性あり） 

藤原さんによるプレゼンテーション           １０分 
パネラーによるコメント（井村さん、林さん、大槻さん） 各８分 
星場さん                        ４分 
パネリスト間のディスカッションと補足         １０分 
会場から質問                     １５分 
まとめ（各パネラーから一言）             １２分 

 

議題２： パネラーの資料について 

発表者 パワーポイントで発表 配付資料 
藤原 ２０ページ Ａ４ ２枚 
林 ３枚（いただいた写真を荒尾さ

んが発表用に加工） 
Ａ４ １枚 

井村 ５枚 Ａ４ １枚 
星場 ０枚 栗原さん担当（金親さん宛送られてくる予定、

届かなければ栗原さんが印刷 450 部） 
大槻 金親さんが問い合わせ 金親さんが問い合わせ、あれば県で印刷 

 
 
議題３：全体会の進行について 

小西より提示（添付のもの）・・・少し手を入れて、了承をいただいた 
 
議題４：その他 

八千代市高橋さんより、ご相談 



・発表者のスポットライトは→おこなわない 
・ホールのパネル・・・画鋲で貼れるパネルもあります、とのこと。 
・１１時３０分からのパネラーの打ち合わせ、八千代市からは、鈴木部長さんと在原次長が出席 
・録音は、カセットテープを持ってきてくれれば、市でやってくださるとのこと。←稗田さん、よ

ろしくお願いします。 
 
確認事項 
・懇親会の会費集金は、受付でおこなう（懇親会会場入り口でも追加で行う）が、特に領収書は発

行しない（必要な人のために、領収書用紙は用意しておく）←受付さん、よろしく 
・１８分科会の報告の際の機器調整は、県の橋本さん、それ以外の機器調整は、荒尾さんが担当 
 
荒尾さんより 
・１８の分科会のパワーポイントファイル、がまだ届いていない分科会がたくさんあります。早め

に出してください。作成するための見本を、里山シンポジウム実行委員会公式 HP へ掲載します 
・ 2.5 分発表用 PP は、見出的に簡素で結構です。この PP フアイルを、これおから公式報告書に

画像として転用することはしない事を確認します(報告書書式は全体会終了後改めて、事務局より

提示予定) 
・分科会のパネルディスカッション等で使われるパワーポイントフアイル（PP）の作成に関して、

井村弘子さまと打ち合わせが完了しました。 
・会場のパソコン上での PP フアイルは、全体会会場に設置されたパソコン上で、荒尾が一括して

管理します（小西さんとの再確認）。 
・ 藤原さんからのコメントから、1980 年代に千葉県が一度まとめた県内での産廃処理計画書（案）

資料が荒尾が受領できれば電子フアイル化して、公式 HP（satochibaHP―以降この名称で）上に

アーカイブスとして、全文掲載する予定（時期等は未定）。 
 

以上 


